
　
当
欄
は
投
稿
や
寄
稿
を
通
じ
て
読
者
の
参
考
に
な
る

意
見
を
紹
介
し
ま
す
。
〒
１
０
０
―
８
０
６
６
東
京
都

千
代
田
区
大
手
町
１
―
３
―
７
日
本
経
済
新
聞
社
東
京

本
社
「
私
見
卓
見
」
係
ま
た
は
ｋａｉｓｅｔｓｕ
＠
ｎｅｘ．ｎｉｋ

ｋｅｉ．ｃｏｍ
ま
で
。
原
則
１
０
０
０
字
程
度
。
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
を
明
記
。
添
付
フ
ァ
イ

ル
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
趣
旨
は
変
え
ず
に
手
を
加
え

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
電
子
版
に
も
掲
載
し
ま
す
。
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ネットの信頼性、マイナンバーで

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ウ
ェ
ブ
・
Ｓ
Ｎ

Ｓ
で
は
、
偽
情
報
や
詐
欺
、
中
傷
が
不

便
や
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
防
止

策
と
し
て
記
名
発
信
を
義
務
化
す
る
こ

と
は
、
民
主
社
会
の
基
盤
で
あ
る
表
現

・
言
論
の
自
由
ま
で
損
な
っ
て
し
ま
う
。

そ
こ
で
匿
名
発
信
を
認
め
な
が
ら
、「
自

発
的
な
記
名
発
信
に
、
記
名
の
真
正
性

を
保
証
し
て
信
頼
性
を
付
与
す
る
」
方

策
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

　
日
常
活
動
で
わ
れ
わ
れ
は
、
信
頼
で

き
る
対
象
と
だ
け
関
わ
り
を
持
ち
、
ま

た
周
囲
か
ら
信
頼
さ
れ
る
よ
う
に
行
動

し
て
い
る
。
こ
の
信
頼
性
は
、
組
織
や

社
会
が
円
滑
に
機
能
す
る
た
め
の
必
須

要
件
だ
。

　
し
か
し
、
ネ
ッ
ト
で
は
日
常
活
動
で

享
受
し
て
い
た
信
頼
性
が
得
ら
れ
ず
、

真
偽
・
善
悪
が
不
明
な
こ
と
が
少
な
く

な
い
。
こ
の
状
態
で
信
頼
性
を
実
現
す

る
手
段
が
提
供
さ
れ
れ
ば
、
多
数
の
ユ

ー
ザ
ー
が
利
用
す
る
だ
ろ
う
。
ネ
ッ
ト

に
は
、
信
頼
性
へ
の
強
い
潜
在
需
要
が

あ
る
か
ら
だ
。

　
記
名
発
信
の
真
正
性
保
証
に
は
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
を
利
用
で
き
る
。
デ

ジ
タ
ル
庁
は
氏
名
、
住
所
、
年
齢
、
性

別
の
「
最
新
の
利
用
者
情
報
提
供
サ
ー

ビ
ス
」
を
開
始
し
、
「
ネ
ッ
ト
事
業
者

資
格
を
持
つ
銀
行
が
、
預
金
者
の
同
意

を
得
て
、
預
金
者
の
認
証
情
報
に
ア
ク

セ
ス
し
、
預
金
者
の
住
所
移
転
な
ど
を

知
る
」
業
務
を
例
示
し
て
い
る
。

　
こ
れ
を
拡
張
し
、
「
ネ
ッ
ト
事
業
者

が
、
ネ
ッ
ト
発
信
者
の
同
意
を
得
て
、

ネ
ッ
ト
発
信
者
の
認
証
情
報
に
ア
ク
セ

ス
し
、
こ
れ
を
発
信
情
報
の
受
信
・
閲

覧
者
に
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
」
を
始
め

る
こ
と
を
提
案
し
た
い
。

　
ネ
ッ
ト
発
信
者
が
発
信
す
る
表
示
画

面
な
ど
に
ネ
ッ
ト
事
業
者
が
ア
ク
セ
ス

用
ボ
タ
ン
を
提
供
し
、
受
信
・
閲
覧
者

は
こ
の
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
あ
る
い
は

タ
ッ
プ
し
て
ネ
ッ
ト
発
信
者
の
認
証
情

報
を
入
手
す
る
仕
組
み
だ
。

　
そ
の
結
果
、
多
く
の
発
信
者
が
自
身

の
信
頼
性
を
示
す
た
め
に
ア
ク
セ
ス
用

ボ
タ
ン
を
用
意
し
、
受
信
・
閲
覧
者
は

ボ
タ
ン
を
利
用
し
て
発
信
者
の
信
頼
性

を
確
認
す
る
こ
と
に
な
る
。
ア
ク
セ
ス

用
ボ
タ
ン
を
提
供
で
き
な
い
偽
の
商
品

広
告
や
闇
バ
イ
ト
な
ど
の
サ
イ
ト
は
、

ア
ク
セ
ス
数
が
減
少
。
デ
マ
記
事
・
偽

写
真
や
中
傷
な
ど
に
も
抑
制
効
果
が
働

く
だ
ろ
う
。

　
対
象
が
日
本
国
籍
の
個
人
に
限
ら

れ
、
法
人
・
団
体
や
外
国
人
に
は
直
接

適
用
で
き
な
い
も
の
の
、
既
存
の
制
度

・
シ
ス
テ
ム
を
活
用
で
き
る
た
め
、
短

期
間
で
実
現
可
能
だ
。


